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IHC 1:50-1:200,ELISA 1:5000-1:20000

GNG4 GNGT4
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	応用
	抗原情報
	背景
	機能：グアニンヌクレオチド結合タンパク質（Gタンパク質）は、様々な膜貫通シグナル伝達系において、調節因子またはトランスデューサーとして関与しています。β鎖とγ鎖は、GTPase活性、GDPからGTPへの置換、およびGタンパク質とエフェクターの相互作用に必要です。,類似性：Gタンパク質γファミリーに属します。,サブユニット：Gタンパク質は、α、β、γの3つのユニットで構成されています。β1およびβ2と相互作用しますが、β3とは相互作用しません。,組織特異性：脳、腎臓、膵臓、骨格筋、そして心筋にもわずかに存在します。,機能：グアニンヌクレオチド結合タンパク質（Gタンパク質）は、様々な膜貫通シグナル伝達系において、調節因子またはトランスデューサーとして関与しています。 β鎖とγ鎖は、GTPase活性、GDPからGTPへの置換、そしてGタンパク質とエフェクターの相互作用に必須である。,類似性：Gタンパク質γファミリーに属する。,サブユニット：Gタンパク質は、α、β、γの3つのユニットから構成される。β1およびβ2と相互作用するが、β3とは相互作用しない。,組織特異性：脳、腎臓、膵臓、骨格筋、そして心筋にもわずかに相互作用する。,
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	パラフィン包埋ヒト扁桃腺の免疫組織化学分析。1、抗体を1:200に希釈した（4℃で一晩）。2、抗原賦活化にはTris-EDTA、pH9.0を使用した。3、二次抗体を1:200に希釈した（室温、45分）。

